
項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治
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1,188千円 臨時職員 0.03 人

H29その他職員
従事割合

254

270

期間 0.14 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

非常勤
特別職

0.00 人

943千円 臨時職員 0.00 人

①254人

②

③

H29年度目標 H29実績

270千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 270千円 270千円
①コンサートの鑑賞者数

②

③

コンサートの鑑賞者数根拠法令

H29年度に改善した点

市民文化の向上と文化性の高いまちづくりの進
展をはかることを目的としているため、どれだけ
多くの市民がコンサートを楽しみ、音楽文化に触
れたかを直接量ることのできる、コンサートの鑑
賞者数を指標とする。

通常のプログラムに加え、開催校吹奏楽部
とのコラボでの演奏を行うなど、市とＰＴＡ、
市と楽団だけの連携だけでなく、ＰＴＡと楽
団との直接の連携も積極的に行った。

今回初めての目標設定

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29目標値が未達成の理由・分析

この事業自体の認知度を高めるため、学校
関係者への情報提供も積極的に行ってい
く。

無無

H28決算額 指標名

親子音楽鑑賞教
室開催事業

目標設定の考え方・根拠

A

本事業は、市と開催校ＰＴＡの共催
事業として実施されており、広報活
動や当日の運営はＰＴＡが担い、演
奏は市民アマチュア楽団が担う、ま
さに市民とともにつくりあげるコン
サートである。未就学児を伴って参
加できる演奏会は数少なく、小さな
子どもと一緒に参加できるコンサー
トとしてアンケートでも大変好評で
あるため、今後も継続して行う必要
がある。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

文化芸術基本法 270千円

文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

子どもたちにとって身近な学校の体育館で気軽に音楽に接
することによって、子どもたちの情操をはぐくむとともに、親
や友人とのふれあいを深める場とする。さらに、音楽ホール
などで鑑賞するときのマナーを学ぶ場ともなる。
１　市内小中学校のPTAに事業を周知し、開催校を募集
２　開催決定校PTA及び演奏楽団(所沢市民吹奏楽団・所
沢フィルハーモニー管弦楽団）との調整
３　子どもたちに親しみのある曲をメインとしたコンサートを
開催校の体育館で実施

0.11 人

H29正規職員
人件費

昭和60年度～

期間 0.59 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

昭和61年度～ 5,006千円 臨時職員 0.05 人

H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

115,000 70,000

115,000

実行委員会による企画立案や市民の文化活動の発表交流
の場の提供等を通して、新しい市民文化の創造を目指すと
同時に、来場者に所沢ならではの有形・無形の市民文化や
桜の名所でもある航空記念公園のロケーションの素晴らし
さを体感してもらう。
①毎年４月第１週の土曜日・日曜日に航空記念公園を会場
として開催する。②企画・運営は、個人・法人・市民団体の
自主的な参加で組織する市民文化フェア実行委員会が行
なう。③実行委員会の主な自主財源は、市内企業・商店等
からの協賛広告料である。④市は実行委員会に補助金を
交付する。

0.68 人
非常勤
特別職

0.00 人 115,000 110,000

臨時職員 0.00 人

①363

②39

③

H29年度目標

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 5,000千円 5,000千円 ①実行委員、各催し物スタッフ人
数

②催事（プログラム）の合計数

③

延べ入場者数

指標名 目標設定の考え方・根拠

B

本事業は実行委員会形式で地域に
根差した各団体の協力により成り
立っており、市民自らが企画し運営
に携わり、所沢の文化を発信し所
沢の文化の発展に寄与している。
また、一般公募による音楽ステージ
や、中学生・高校生ボランティアも
数多く参加しており、市民参加型で
ある点においても意義がある。

H29年度に改善した点

文化都市として発展していく第一歩として、所沢
の文化をより多くの市民に知ってもらうことを目的
としているため。

補助金の減額に伴い、経費の見直し・削減
を図った。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

幅広い年齢層が興味を持ち、また所沢の
文化を知り愛着を持ってもらうきっかけとな
るような内容となっているか、引き続き検討
と改善をしていく。

２日間とも雨天だったため客足が鈍かった。各催
しとも毎回改善を図っているが、新規層を開拓す
るための試みや、広報活動にさらに力を入れて
いく必要がある。

H28予算現額

市民文化フェア開
催支援事業

根拠法令 H29予算現額

5,831千円

H28決算額

H29決算額（見込み）

文化芸術基本法、市民文化フェア実行委員会補助
金交付要綱

40,000千円 40,000千円

平成14年度～ 933千円 臨時職員 0.00 人

文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

目標達成済200

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

429千円 臨時職員 0.05 人

①129

②3

③

H29年度目標 H29実績

学校教育現場の現状や、指導者・地域の
特性をふまえて、体験種目・内容を検討し
ていく。

200 356

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

216

200

0.11 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

子どもたちが自分の得意なもの、熱中するものを発
見する、「一人一芸へのチャレンジ」を支援し、異年
齢交流の中で人格形成の支援を図る。
１　①所沢市文化団体連合会の協力により、芸術・
文化の各分野からの指導者リストを作成。
　　②リストを学校へ配布。
　　③学校では、伝統芸能クラブや総合的な学習の
時間で活用。
２　地域・校区ネットワーク組織（地域実行委員会組
織等）等の設立に向け様々な情報を提供。

0.05 人
非常勤
特別職

0.00 人

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 33千円 0千円 ①芸術・文化分野の指導者登録
数

②実施件数

③

一人一芸チャレン
ジ事業

H29年度に改善した点

参加した児童数（延べ人数）
より多くの子供に本事業を体験する機会を提供
することを目的としているため

これまで未実施だった学校に対し、情報提
供や指導者との連絡調整の補助等の支援
を行い、実施することが出来た。

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

根拠法令

目標設定の考え方・根拠

A

指導者は学校の近くに住む市民が
多く、学校と地域住民の協働を推進
する一助となっている。また、児童
と講師お互いにとって、世代を超え
た交流の機会になっている点にお
いても有意義である。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

文化芸術基本法 33千円 0千円

事業の目的及び具体的な内容

65%

文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

期間

H28決算額 指標名

期間 0.42 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

平成5年度～ 3,564千円 臨時職員 0.00 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

2,401千円 臨時職員 0.00 人
①　3,713日（全14施設）

②　8,346回（全14施設）

③　74.0％

H29年度目標 H29実績
平成３０年１２月１０日から平成３２年３月３
１日まで施設の大規模改修事業を実施す
るが、指定管理者及び改修事業者との協
議に加えて、施設利用者への周知等を徹
底していく。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29目標値が未達成の理由・分析

本市における文化芸術振興のため、所沢市民文化セン
ターにおける事業運営と施設管理を行い、市民の芸術に触
れ合う機会の増進と施設利用者の増加を促進する。
また、施設の管理運営方法については、指定管理者制度
を導入しており、指定管理者である公益財団法人所沢市文
化振興事業団が、管理協定に基づき、芸術・文化振興事業
（自主事業）及び施設管理運営事業を遂行する。

0.28 人
非常勤
特別職

0.00 人 65% 65.2% 市民文化センターは、平成30年12月10日から約
１年４ヶ月にわたる長期休館を控えているが、平
成２９年度より既に長期休館に入っていると勘違
いしている利用者がいることも稼働率減の一要
因と考えられる。現在も月刊情報紙やホーム
ページで通常営業中であることの告知を行って
いるが、今後も表示方法を工夫することにより、
分かりやすい情報の発信に努める。

65% 61.0%

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 491,865千円 491,490千円

H29決算額（見込み）

所沢市民文化センター条例、所沢市民文化センター
条例施行規則

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

現状の施設規模・サービス水準を
保ちつつ、利用者の安全等を確保
した管理運営事業を継続して行う。
また、施設の維持管理業務につい
ては、平成３０年１２月１０日から始
まる大規模改修に備え、指定管理
者及び改修事業者と調整しながら
進めていく必要がある。

H29年度に改善した点

①年間施設利用日数（日）

②年間施設利用回数（回）

③自主事業イベント観客入場率
（％）

施設稼働率
＊年間利用回数÷年間利用可能回数（閉館日
を除く）

所沢市民文化センターは、本市における文化芸
術活動の拠点であり、指定管理者による自主事
業及び市内外の一般利用に供しているため、施
設稼働率を目標とする。

モニタリング制度に基づいた指定管理者か
らの報告を活用し、課題等について情報を
共有し、改善の必要のあるものは、早急に
対応した。また、施設の維持管理について
は、平成３０年１２月１０日からの大規模改
修に向けて、指定管理者とも協議を行いな
がら進めた。H28年度目標 H28実績

H28決算額

496,802千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

指標名

文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

市民文化センター
管理運営事業

根拠法令 H29予算現額

497,777千円

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

無

環境
影響

活動実績(H29)

経費

投入コスト
有益
な
もの

有害
な
もの

会
計

成果

無 無

無 無

無
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事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

活動実績(H29)

経費

投入コスト
有益
な
もの

有害
な
もの

会
計

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

期間 0.08 人

平成5年度～ 679千円 臨時職員 0.00 人

市が支援する所沢市文化祭等の市民文化事業に対
し、「ミューズ」の利用料の一部を補助し、「ミューズ」
を利用した市民の芸術・文化活動の活性化を促す。
①「市民により組織され文化事業を実施する実行委
員会」または団体等が主催し、参加及び鑑賞の機会
が広く市民に開かれるなど公共性が高く、市が支援
している、市民の文化振興に寄与する事業が対象。
②今までの実績や事業の内容に応じて、「ミューズ」
の施設利用料及び付属設備利用料等の経費の一
部または全額を交付する。

0.15 人

H29実績

補助事業が文化芸術振興に対する有効性
について現状把握に努めるとともに、主催
者に対し必要な情報提供を行っていく。

H29正規職員
人件費

非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H29その他職員
従事割合

30,000 23,017
ミューズを利用した事業数に変化はなかったが、
全体的に観客入場者数が伸び悩んだ。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

1,286千円 臨時職員 0.00 人

①16

②

③

H29年度目標

30,000

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

非常勤
特別職

0.00 人 30,000 25,159

H29目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

文化芸術基本法、所沢市民文化センター利用料補
助金交付要綱

3,031千円 3,031千円

H29年度に改善した点

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,031千円

所沢市民文化センター利用料補助金交付
要綱を制定し、統一的な算定基準を設け
た。また、同要綱を平成３０年４月より施行
した。

文化芸術活動支
援補助事業

H28予算現額 H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

利用促進という面ではある程度目
的を達成しており、対象となる事業
も所沢市文化祭、「所沢で第九を」
演奏会、吹奏楽祭など、全市的規
模で様々な年齢層による広範な参
加者のある公共性の高い事業であ
る。市民の交流や本市文化向上の
ために、ミューズ利用料の負担軽
減の面では依然として必要な補助
制度と考えられる。

3,031千円 ①ミューズを利用した事業（催し
物）で補助を行った件数

②

③

事業参加者数＋観客入場者数
（出演者数＋出品者数＋観客入場者数）

「ミューズ」を利用した市民の芸術・文化活動の
活性化を促す事が当該事業の目的となっている
ため事業参加者数と観客入場者数を合算した人
数を指標とする。

昭和60年度～ 4,327千円 臨時職員 0.03 人 9,000

文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

9,000 7,193

期間 0.51 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

音楽活動支援事
業

臨時職員 0.00 人
①5

②

③

H29年度目標 H29実績

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

市民の音楽活動である所沢市管弦楽祭・所沢市民
合唱祭・「所沢で第九を」演奏会・所沢市吹奏楽祭等
の開催を奨励・支援することにより、市民に優れた音
楽に接する機会をつくり、音楽文化の向上を図って
いる。

0.48 人
非常勤
特別職

0.00 人 8,057

4,116千円

H29決算額（見込み）

所沢市吹奏楽祭実行委員会補助金交付要綱、所沢
市管弦楽祭実行委員会補助金交付要綱ほか

2,170千円 2,170千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

根拠法令
文化芸術基本法、所沢市民合唱
祭実行委員会補助金交付要綱、

H29予算現額

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,170千円 2,170千円

①開催事業数

②

③

参加者数+鑑賞者数

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

市で支援するこれら音楽活動につ
いては、毎年多くの参加者・鑑賞者
がおり、本市の音楽文化振興に大
きく寄与しているものと考えられる。
このため、今後とも本市はこれら音
楽活動への支援を継続して行って
いく必要がある。

H29年度に改善した点

市の音楽文化の向上を目的としており、この指標
により、どれだけ多くの市民に優れた音楽に接す
る機会を提供できたかはかることができる。

事業が滞りなく行われるよう、実行委員会
等との連携を図った。

天候やインフルエンザの流行によって参加者数・
鑑賞者数に影響があったと思われる。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

より多くの市民に当市の音楽文化に触れて
もらうため、広報活動を積極的に行っていく
必要がある。

0.20 人 90

文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

82

期間 0.56 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

昭和58年度～ 4,752千円 臨時職員

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

4,030千円 臨時職員 0.30 人

①244

②143(6月末現在)

③

H29年度目標 H29実績

投稿者の高齢化が進んでいる。若い人に
もっと投稿してもらえるよう、チラシを工夫し
たり、ＨＰを活用するなど、常連の投稿者は
もちろん、新しい投稿者を増やすべく広報
活動を工夫する必要がある。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

市民の文芸作品の掲載により創作活動を促し、作品
を通して作者と読者の交流を図るとともに、市内の
文芸専門家が選考委員としての参加することにより
地域文化への貢献を図る。
①５月中旬から７月末日まで、俳句、短歌、川柳、
詩、小説、随筆、童話の７部門の作品を募集。
②部門ごとの選考委員が採用作品を決定。
③３月に発行し、投稿者に配付。市内銀行や郵便
局、公共施設等に市民の閲覧用の配備を依頼。

0.47 人
非常勤
特別職

0.00 人 90 78

未達成ではあるが前年実績より目標値に近づい
ており、新しい投稿者の増加が配布だけではなく
頒布にも繋がっていると考えられる。今後は、投
稿者を増やすべく広報に力を入れるとともに、文
芸所沢が今まで以上に広く認知されるよう、配布
先を拡充する。

90

H29決算額（見込み）

文化芸術基本法 1,059千円 944千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 1,071千円 976千円
①投稿者数

②有償頒布数（6月末現在）

③

「文芸所沢」発行
事業

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

応募者や希望者、市内の銀行や郵
便局、公共施設に配布し好評を得
ており、地域に根付いた文芸誌で
ある。また、表紙や挿絵には市美術
展受賞者の作品を掲載し、文芸と
美術という異なったジャンルの共同
制作の場になるなど、地域文化の
振興につながっているため、今後も
趣向を凝らしながら継続して実施し
ていく。

H29年度に改善した点

配布率
（配布部数／発行部数）

投稿者だけでなく、市内銀行や郵便局、公共施
設等への配布や、有償頒布もあるため、どれだ
け多くの市民に文芸所沢が広まっているかを図
る指標となる。

チラシとポスターを一新したところ、若い世
代からの投稿が増えた。

H28年度目標文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

根拠法令 H29予算現額

期間 0.22 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

昭和59年度～ 1,867千円 臨時職員 0.00 人

3,173千円 臨時職員 0.10 人
①51

②19

③

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

216,000 216,982

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

市民の芸術・文化活動の活性化を促し、市民文化の
向上と、文化性の高いまちづくりの進展をはかる。
市民の芸術・文化活動に対し、次のような様々な支
援を行う。
①各種相談の対応
②市による後援
③活動の広報活動への協力　など

0.37 人
非常勤
特別職

0.00 人 216,000 156,063

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円 0

H29決算額（見込み）

文化芸術基本法
目標達成したものの、当該事業の
利用促進を図るために、各団体へ
の趣向を凝らした支援を継続する
必要がある。

H29年度に改善した点

①所沢市による文化芸術活動
の後援事業数

②支援している文化芸術団体数

③

事業参加者数（出演者数・出品者数）および観客
入場者数の合計

市民文化の向上と文化性の高いまちづくりの進
展をはかることを目的としているため、事業参加
者数および観客入場者数の合計を指標とする。

各文化・芸術活動の開催・運営方法等につ
いて、指導及び助言した。また、広報の方
法などの情報提供に協力した。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

各文化・芸術活動の事業内容等を社会の
動きに応じて充実させていく必要があり、各
活動団体の主体性を尊重しつつ、自助努
力を促進しながら、引き続き様々な面での
支援方法を検討していきたい。

216,000

根拠法令 H29予算現額

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

0千円 0千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

文化活動支援事
業

無 無

無無

無 無

無無
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事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

活動実績(H29)

経費

投入コスト
有益
な
もの

有害
な
もの

会
計

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化芸術振興課長　　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

項目名

■ □ □

実績

評価者

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子

臨時職員 0.00 人

平成29年度～ 4,412千円 臨時職員 0.00 人

6,000人H7～ 10,182千円 臨時職員 0.00 人

所沢市の歴史や自然、文化などの資料の収集、保
存、調査、研究を進め、常設展示や企画展示、講
座、体験学習会などを通じて研究成果を紹介し、郷
土への愛着を深めるための事業を展開する。

0.00 人

H29その他職員
従事割合

6,000人 5,882人

期間 1.20 人
非常勤
特別職

2.59 人 H30年度目標

H28年度目標 H28実績

①5,882人

②6件

③1,013人

H29年度目標

H29目標値が未達成の理由・分析

2.36 人
非常勤
特別職

2.59 人 5,500人 5,964人

講座は定員を設けて実施しているものであり、参
加者数が伸びる余地が少ないためと思われる。

H29実績

H29正規職員
人件費

20,237千円 臨時職員

ふるさと研究活動
事業

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

社会教育法、博物館法、文化財保護法 7,999千円 7,186千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 7,947千円 7,597千円 ①参加・利用者数

②企画事業開催数

③事業に協力した市民学芸員の
延べ人数

展示見学者・講座参加者・閲覧学習室利用者の
延べ人数。

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

B

事業に協力した市民学芸員の延べ
人数は、前年度の555人を大きく上
回ったが、参加者が固定化する傾
向にあるため、今後は企画展示や
講座内容の充実を図り、ふるさと研
究活動に参加する市民の裾野を広
げていく。

H29年度に改善した点

ふるさと研究活動の周知と市民参加が目的のひ
とつであるため、参加者・利用者数を指標とした。

講座参加者の多くが高齢者であるため、高
齢者がより参加しやすい平日に実施する講
座を増やした。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

より多くの市民にふるさと研究活動への興
味をもっていただき、各事業への参加を促
すため、企画展示や体験学習会、講座内
容の充実を図るとともに、事業の周知に努
めていく。

6,024千円 臨時職員 0.00 人 600

生涯
学習
推進
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別 H28予算現額

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

545

期間 0.71 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

H6～

目標達成済500

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

5,317千円 臨時職員 0.00 人
①386人

②74人

③85冊

H29年度目標 H29実績

三ヶ島葭子を多くの市民へ周知していくこと
が課題である。市民ボランティアによる展示
解説会、講演会、文学散歩等の実施方法
を再検討し、さらなる周知を図っていく。

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

郷土出身の歌人・三ヶ島葭子を広く伝え、市民が先
人への理解を深めるとともに、ふるさと所沢を愛する
心を育てることを目的とし、講演会や文学散歩の開
催、三ヶ島葭子資料室だより「われもこう」の発行、
市民ボランティアによる展示解説会等を行う。

0.62 人
非常勤
特別職

0.00 人 700

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

社会教育法、文化芸術振興基本法 198千円 244千円

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 198千円 170千円
①資料室入場記名者数

②講演会等来場者数

③冊子販売数

三ヶ島葭子資料室
運営事業

指標名 目標設定の考え方・根拠

B

目標値を見直した結果、目標達成
したが、当初の目標と比較すると約
77％の達成率にとどまり、三ヶ島葭
子の市民への周知という点で成果
があまり出ていない。
今後は事業内容の検討を行い、よ
り多くの市民に三ヶ島葭子を知って
いただけるよう努めていく。

H29年度に改善した点

利用者数（資料室、講演会等来場者数と冊子購
入者延べ人数）

市民へ三ヶ島葭子を周知することを目的としてい
るため、利用者数（資料室、講演会等来場者数と
冊子購入者延べ人数）を指標とした。

例年、三ヶ島まちづくりセンターを会場とし
て実施していた講演会を、生涯学習推進セ
ンターでの実施に変えた。

H28年度目標

436

20,800

生涯
学習
推進
セン
ター

実施計画ランク 事業の種別 H28予算現額 H28決算額

文化
芸術
振興
課

20,800 18,307

期間 0.48 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

昭和6年度～ 4,073千円

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

4,288千円 臨時職員 0.10 人
①47

②23

③380

H29年度目標 H29実績

若い世代を取り込むための、アウトリーチ
事業や末端会員による勧誘などを検討して
いく。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

市内で音楽、演劇、美術、文学、茶、華道、囲碁、将
棋などの文化・芸術活動を行っている「文化団体連
合会」の団体支援並びに幕末に建てられた建造物を
活用した民設民営である「郷土美術館」の運営援助
することにより、市民に優れた文化・芸術に接する機
会をつくり、文化・芸術の振興を図っている。

0.50 人
非常勤
特別職

0.00 人 20,800 18124

主催者のメンバー・事業内容の固定化による、事
業の魅力や発信力の不足が、入場者数が増加し
ない要因と考えられる。

H29決算額（見込み）

文化芸術基本法、所沢市文化団体連合会補助金交
付要綱、所沢市郷土美術館補助金交付要綱

3,073千円 3,073千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,073千円 3,073千円

文化団体援助事
業

根拠法令

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

B

市民の文化芸術活動の集大成であ
る所沢市文化祭の開催をはじめ、
所沢市の芸術・文化の発展に大き
な役割を担っており、市民文化の向
上、文化性の高いまちづくりに多大
な貢献をしている。また、子どもたち
の体験授業を支援するなど、地域
社会にも貢献している。

H29年度に改善した点

①所沢市文化祭開催日数

②所沢市文化祭催し物数

③郷土美術館入館者数（来館簿
記入者）

市文化祭事業参加者数（出演者数・出品者数）
及び観客入場者数並びに郷土美術館入館者数
（来館簿記入者）の合計

より多くの市民が、文化活動に参加し、鑑賞する
ことを目的としているため

補助金交付要綱を整備した。
（所沢市文化団体連合会補助金交付要
綱、所沢市郷土美術館補助金交付要綱）

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

H29予算現額

文化
芸術
振興
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A
なし

目標達成済

H29年度目標 H29実績

0千円

ギャラリー開館に向けた事前準
備

平成２９年度：事前準備の進捗状況
平成３０年度以降：施設稼働率（％）
（年間利用回数÷年間利用可能回数（閉館日を
除く） ）

平成３０年４月１日の施設開館に向けた、事前準
備の進捗状況を指標とする。
また、平成３０年度以降は、市民の文化芸術活
動の発表の場「ギャラリー」として、市民へ利用に
供するため、施設稼働率を目標とする。

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

無 無

施設稼働率　４０％

0千円 施設のより効率的・効果的な運営を目指し、指定
管理者の選定において、公募による募集を行っ
た。
平成２９年度をもって小手指市民ギャラリーが閉
館したことから、再利用できる物品については、
所沢駅東口市民ギャラリーにて再利用し、物品
購入費の縮減を図った。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

4,201千円 2,674千円

平成３０年４月１日開館に向けた事
前準備として、「所沢駅東口市民
ギャラリー条例」の制定、指定管理
者制度による管理運営のため指定
管理者の選定及び指定、並びに展
示用・事務用物品の購入等を行っ
た。

H29年度に改善した点

H28正規職員
人件費

条例制定、指定管理者
の指定、物品の購入等

H28その他職員
従事割合

所沢駅東口市民ギャラリーは、市民の文化芸術活
動等の促進を図ることを目的とした施設であり、ギャ
ラリーとして一般利用に供することを目的としてい
る。平成２９年度は、平成３０年４月１日開館に向け
た事前準備を実施する。

0.46 人
非常勤
特別職

0.00 人

非常勤
特別職

3,945千円 臨時職員 0.00 人

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

なし

期間 0.00 人 H30年度目標

事前準備の実施

0.52 人

所沢駅東口市民
ギャラリー管理運
営事業

根拠法令

所沢駅東口市民ギャラリー条例、所沢駅東口市民
ギャラリー条例施行規則

事業の目的及び具体的な内容

①所沢駅東口市民ギャラリー条
例及び同条例施行規則の制定

②指定管理者の選定及び指定

③展示用・事務用物品の購入等

無 無

無

無 無

無

平成３０年４月１日の稼働以降、指定管理
者と協力しながら施設稼働率の向上を目
指し、引き続き利用者へ広く周知を図る。
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事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

活動実績(H29)

経費

投入コスト
有益
な
もの

有害
な
もの

会
計

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

文化財保護法、

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

期間 0.56 人
非常勤
特別職

1.00 人 H30年度目標

平成８年度～ 4,752千円 臨時職員 0.05 人

H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

1400尾 1407尾

700尾

目的：絶滅危惧種で国指定天然記念物のミヤコタナ
ゴを保護し、将来の野生復帰を目指して種の保存の
取り組みを推進する。また環境学習等の教材として
活用を図る。
内容：①種の保存を図るため人工増殖により個体数
を維持するとともに、危険回避のため分散飼育を行
う。②文化庁の許可を得て市内小学校等に展示飼
育し、天然記念物の保護啓発と環境学習等に役立
てる。③小中学校の児童生徒を対象とした見学や体
験学習、及び一般市民の見学を受け入れて保護啓
発に努める。

0.53 人
非常勤
特別職

1.00 人 700尾 765尾

臨時職員 0.05 人

①2,788尾

②13件

③6件

H29年度目標

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,707千円 2,549千円
①前年度末個体数＋当年度人
工増殖数＋保存会・文化幼稚園
からの移管数－死亡数
②団体見学受け入れ件数
③体験学習受け入れ件数

人工増殖により増加した個体数

指標名 目標設定の考え方・根拠

A

H29年度は、人工増殖の目標は達
成できたが、成魚の死亡が例年よ
り多く、目標の総個体数3000～
3500尾の維持ができなかった。
今後は、人工増殖の個体数の維持
に努めるとともに、飼育環境の改善
に努めていく必要がある。

H29年度に改善した点

ミヤコタナゴの種の保存のため、飼育総数個体
3,000～3,500を目標としていることから、当該年
度の人工増殖数を指標とした。

人工増殖数が増加したため、各水槽の個
体数を調整し、無理のない範囲でのスペー
スの確保を図った。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

今後もミヤコタナゴは人工増殖と二枚貝を
用いた自然繁殖の両方を行い、目標個体
数に近づけながら個体数の維持に努めて
いく必要がある。産卵母貝である二枚貝も
絶滅の危機に瀕しているため、その繁殖も
課題として、繁殖実験に取り組んでいくとと
もに、環境や河川の所管部署とも連携して
いく。

目標達成済み

H28予算現額

ミヤコタナゴ保護
対策事業

根拠法令 H29予算現額

4,545千円

H28決算額

H29決算額（見込み）

所沢市文化財保護条例、絶滅のおそれのある希少
野生動植物の種の保存に関する法律

2,745千円 2,704千円

平成18年度～ 8,655千円 臨時職員 0.00 人

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

目標達成済み8700人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

17,150千円 臨時職員 0.10 人
①404,620件

②284件

③8件(秋田家2・小野家6）

H29年度目標 H29実績

所有者とも連絡を密にとり、公開活用事業
を活発に行い、市民の文化財に対する理
解度を高めていきたい。

8700人 8472人

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

8730人

8800人

1.02 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,482千円 2,354千円
①所沢市ｗｅｂ文化財保護課所
管コンテンツ年間アクセス総数
②所沢市ｗｅｂ文化財保護課所
管コンテンツ月別最多掲載数
③公開活用事業数

文化財公開活用
事業

H29年度に改善した点

文化財に関する市民理解度
（文化財保護課所管の施設の見学及び主催事
業への参加者数）

文化財を身近に感じ、後世へ護り伝えていく意識
を持つ市民を増やすことを目的にしているため、
市民理解度を指標とする。

保存修理事業で茅葺屋根の全面葺き替え
を実施した小野家住宅の工事現地説明会
を2回（12月・3月）実施した。また、所有者
による公開活動に対して支援・協力を行っ
た。

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析
A

目標値は達成しているが、対象とな
る事業については、隔年開催のも
のや、中止になったもの、新たに実
施したもの等、開催の有無や事業
自体に変更が生じるものもあるた
め、基本的には前回よりも参加者
数を増やす目標をもって取り組んで
いきたい。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

文化財保護法、所沢市文化財保護条例 2,170千円 1,775千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28予算現額

期間

H28決算額 指標名

根拠法令

目標設定の考え方・根拠

多くの市民に文化財の大切さを伝え、「ふるさと所
沢」への愛着を深めるとともに、文化財を後世に残す
意義を浸透させていく。
①指定文化財等の市民への情報公開（市ｗｅｂでの
情報発信）②指定文化財等の保存公開に必要な管
理（史跡の除草作業等の実施や所有者との連絡）③
指定文化財等の公開活用事業の開催（展示・特別
公開・講座や講演会等）

2.00 人
非常勤
特別職

0.00 人

平成19年度～ 5,091千円 臨時職員 12.00 人

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29実績
発掘調査の進展に伴い、史跡整備のため
の基礎資料が増加し、城の概要が明らか
になりつつある。今後は資料を基にした整
備実施計画を策定し、整備工事に着手する
ことを目指す。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

400人

期間 0.60 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

目的：中世城跡の本質的な価値を見出し、計画性の
ある長期的な整備を進める事により、郷土の貴重な
文化財である「滝の城跡」を後世へ護り伝えていく。
内容：①保存管理計画の策定
        ②史跡指定地内の遺構確認
        ③危険箇所の応急的な修繕
        ④中世城跡として適切な保存整備
        ⑤整備基本計画に基づいた史跡整備

0.46 人
非常勤
特別職

0.00 人 500人 419人

400人 197人

3,945千円 臨時職員

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 4,675千円 4,535千円

H29決算額（見込み）

文化財保護法・埼玉県文化財保護条例
所沢市文化財保護条例

目標設定の考え方・根拠

C

平成29年度は、降雪の影響によ
り、調査の遅れや現地説明会の中
止などアクシデントに見舞われた。
しかしながら、発掘調査自体は順
調に進み、一定の成果をあげた。
今後も発掘調査による基礎資料の
蓄積に努め、将来の整備に向けて
着実に準備を進めて行きたい。

H29年度に改善した点

①復元模型の見学者数

②史跡整備に伴う発掘調査延
べ面積

③現地説明会参加者数

保存会会員数+現地見学者数（団体見学のみ）+
現地説明会参加者数

「滝の城跡」を後世に護り伝えていくために、保存
活動をしている団体の会員数、及び見学者（団
体）の人数、また、史跡整備の発掘調査の現地
説明会参加者を指標とした。

H29年度末に、それまでの発掘調査成果を
纏めた「概報」を刊行した。

史跡整備に伴う発掘調査の現地説明会が、降雪
のため中止になったことから、目標を達成できな
かった。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

滝の城跡整備事
業

根拠法令 H29予算現額

6,083千円

H28予算現額

H29予算現額

H28決算額 指標名

4,271千円

12.00 人
①386人

②4,041.23㎡

③0人

H29年度目標

有

有 有

無 無

有 無

50千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

無

文化財保護普及
啓発事業

根拠法令

クリアファイルの販売実績について
は、作成当初は勢いがあったもの
の、その後は落ち着いたため、目
標値を「400」に設定し、推移を見
た。平成29年度は出張販売や新た
なグッズの作成など、強化し一定の
成果を得たと思うが、ピークは過ぎ
たとみられることから、目標値を下
げつつ引き続き販売促進に努めて
いきたい。

H29その他職員
従事割合

主催事業だけでなく、関連イベント等での出
張販売も行い、微増ながら前年の販売実績
を上回っている。しかし、新たなグッズの作
成やクリアファイルのデザイン等の変更はな
いため目新しさはなく、目標を達成すること
はできなかった。

400枚

39千円

0.57 人・市の指定文化財を主題にしたグッズとしてクリアファイル
を作成、１枚１００円で頒布する。
現在までに３種類のデザインを作成し、文化財のＰＲと保護
を訴える。
・クリアファイルには文化財マップ、情報誌、講座資料等を
挟み込み、より効果的な情報発信を行うことも目的としてい
る。
・文化財に関する調査等の記録を公表し、保護意識の普及
啓発を目的に、年1回情報紙を発行する。

H29年度に改善した点

グッズの有償頒布枚数
グッズの頒布枚数が多いほど、文化財のＰＲと保
護の普及が進むと考えるため。 主催事業での来場者へのＰＲを積極的に

行い、販売枚数を増やした。

H29決算額（見込み）

非常勤
特別職

0.00 人 400枚

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 204千円 215千円

臨時職員

①グッズの作成件数

②グッズの有償頒布枚数

③グッズの頒布金額
H29目標値が未達成の理由・分析

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

C

4,888千円 臨時職員 0.05 人
①0件

②167枚

③16,700円

H29年度目標

H28その他職員
従事割合

H28年度目標

H29正規職員
人件費

0.05 人 200枚

H29実績

新たなグッズの作成等を検討しつつ、更に
普及啓発活動を活発に行うため、販売機会
の拡大を図っていく。

167枚

157枚

4,582千円

H28実績

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

期間 0.54 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

平成26年度～

一
般

文化財保護法、所沢市文化財保護条例
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事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

活動実績(H29)

経費

投入コスト
有益
な
もの

有害
な
もの

会
計

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦1,900人

期間 0.68 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

昭和５６年度～ 5,770千円 臨時職員 1.05 人

7,032千円 臨時職員 0.00 人

①124日

②12校

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

1,900人 1,594人

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

①中富・柳瀬・山口民俗資料館の開館業務
　開館日：各館月４日
　開館時間：午前９時～午後４時３０分
　入館料：無料
②各館で地域の特色が見られる民具等を展示
③小中学校の社会科見学や総合学習として活用さ
れている

0.82 人
非常勤
特別職

0.00 人 1,900人 1,732人

中富民俗資料館の屋根・外壁改修工事により、
閉館した期間（11月から３月）があったため来館
者が減少した。

中富・柳瀬・山口
民俗資料館管理
運営事業

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

所沢市民俗資料館条例、所沢市民俗資料館条例施
行規則

3,167千円 2,571千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,769千円 2,633千円

①開館日数

②来館小中学校数

来館者数

目標設定の考え方・根拠

B

H29に条例化し、公の施設として直
営管理していくことになった。中富
民俗資料館の工事の影響で、来館
者数が若干減となったが、民俗資
料を地域で保存・管理し後世へ護り
伝えるための施設として、引き続
き、ＰＲしていくとともに、小中学校
の郷土学習等の活用の充実に努
めていく必要がある。

H29年度に改善した点

市内各地域に伝わる貴重な民俗資料を多くの人
に見てもらうことにより、郷土への理解を深める
機会をより多く提供することになると考え、来館者
数の増加を目標とする。

来館者数を増やすため、3館をめぐるスタン
プラリーを企画し、市内全小学校にチラシ
を配布した。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

市の主導で管理・運営・展示替えに取り組
み、地元の民俗資料保存会等の協力も得
ながら、資料の整理や学校・団体の見学対
応に力を入れ、来館者が増加するよう努力
していく。

0.05 人 70件

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

60件

期間 0.34 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

昭和５６年度～ 2,885千円 臨時職員

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

3,344千円 臨時職員 0.05 人

①59件

②1件

H29年度目標 H29実績
市民共有の財産というべき貴重な文化財
を、適正に管理や修繕ができるように、財
政状況や所有（管理）者の意見などを考慮
しながら、より効率的・効果的な事業の実
施を検討していく。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

①市内の指定文化財の所有（管理）者から補助金交
付申請書提出
②所沢市文化財等保存事業費補助金等交付要綱
に基づき交付決定

目的：市内に所在する貴重な文化財を良好な状態で
保存・管理しこれを後世に継承するため

0.39 人
非常勤
特別職

0.00 人 78件 64件

当年度の管理費補助金が不要につき辞退した件
があったため。

78件

H29決算額（見込み）

所沢市文化財保護条例、所沢市文化財等保存事業費補助
金等交付要綱

2,706千円 2,056千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,706千円 2,579千円

①管理費補助件数

②修理等補助件数

指定文化財管理
費等補助事業

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

B

目標達成に向けてある程度成果は
出ているが、目標をやや下回って
いる。単に件数の目標値だけでな
く、適正な執行を通して文化財の保
護に努める必要がある。

H29年度に改善した点

補助金を交付した件数

補助金交付により、貴重な文化財をより良好な
状態で保存・管理することになると考える。また、
これにより指定文化財の所有（管理）者と定期的
な連絡をし、保存・管理状況に関して確認や相談
をする機会を得ることができる。

指定文化財の公開状況等に関する調査を
補助金申請時に行い、「文化財展」への借
用・展示が可能か回答を得た。また、市指
定文化財の修繕を１件行った。

H28年度目標文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

根拠法令 H29予算現額

期間 0.22 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

平成16年度～ 1,867千円 臨時職員 0.00 人

1,458千円 臨時職員 0.00 人

①2回

②1回

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

3棟 0棟

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

盛期の所沢の町場の景観を伝える貴重な文化財で
あり、町場の暮らしを復元できる素材として郷土学習
やまちづくりに活用する。
①解体した部材の適正な保存管理（殺虫・殺卵のた
めの燻蒸処理）②保存環境の整備（保管庫の清掃・
風通し、敷地内の除草・落ち葉掃き・枝打ちなど）③
歴史的建造物（保管部材）の復元・活用計画の策定
④歴史的建造物（保管部材）の復元と活用

0.17 人
非常勤
特別職

0.00 人 3棟 0棟

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 261千円 238千円

H29決算額（見込み）

文化財保護法、所沢市文化財保護条例

市の財政状況などもあり、復元に
は解決すべき課題が山積している
が、所沢の町場の景観を伝える貴
重な文化財を将来最大限に活用す
るため、引き続き適正な状態で保
存するよう努めている。

H29年度に改善した点

①保管環境の整備

②くん蒸処理

歴史的建造物（保管部材）の復元
保存している部材を活用するため３棟分の復元
を目標とする。 保管庫敷地内の植木の剪定及び落ち葉掃

き等を行った。

工事費用及び復元する敷地も必要なことから、
庁内外の調整、課題の整理等を要するため。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

保管中の部材の劣化を防止するため、くん
蒸処理を隔年で実施する。また復元に係る
課題を解決するため、関係各課と調整作業
を進めていく。

3棟

根拠法令 H29予算現額

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

C

1,329千円 1,031千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

5,515千円 臨時職員 0.05 人

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

歴史的建造物解
体部材復元事業

H29その他職員
従事割合

505人 505人

15日

期間 0.65 人
非常勤
特別職

0.00 人 H30年度目標

非常勤
特別職

0.00 人 505人 505人

2,487千円 臨時職員 0.00 人
①720人

②400人

③200人

H29年度目標 H29実績

437千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円 0千円 ①伝統芸能発表会の鑑賞者数（出
演者+来場者数）②重松流祭囃子保
存会の活動参加者数（重松流祭囃
子競技会の出演者＋来場者数）③
岩崎獅子舞保存会の活動参加者数
（奉納岩崎簓獅子舞の出演者＋来
場者数）

【H29年度まで】民俗芸能の伝承者数（市指定無形民
俗文化財「重松流祭囃子」「岩崎簓獅子舞」保存団体
会員数）
【Ｈ30年度から】民俗芸能の披露日数(市指定無形民俗
文化財「重松流祭囃子」「岩崎簓獅子舞」）

根拠法令

H29年度に改善した点

【H29年度まで】市内に伝承されている民俗芸能の市民への
周知と、道具類や保存団体の発展のため、会員数を指標にし
ている。
【H30年度から】市内に伝承されている民俗芸能の市民への
周知と継承、その保存団体の存続と発展を目的としているた
め、披露される日数を指標にしている。

従来の広報だけでなく、重松流祭囃子保存
会全支部へポスター、チラシを配布したほ
か、ミューズにもチラシを配架し、様々な事
業でＰＲを重ね、伝統芸能発表会来場者の
増加につながった。

目標達成済み

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29目標値が未達成の理由・分析

本来平成31年度開催予定の第14回「所沢
市伝統芸能発表会」はミューズ改修工事の
ため、いつどのように開催するか関係者と
連絡を密にとりながら準備を進める。また
民俗芸能を広く市民へ周知し、保存団体へ
の継続的な支援と後継者育成を図ってい
く。

有 有

H28決算額 指標名

郷土の民俗芸能
支援事業

目標設定の考え方・根拠

A

各保存会の定期的な活動を支援
し、目標も達成できている。
今後は、さまざまな機会をとらえて
保存会の活動の場を提供できるよ
う、情報の収集と支援に努めていき
たい。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

文化財保護法、所沢市文化財保護条例 488千円

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

市内に伝承されている民俗芸能を広く市民に周知
し、その技能や道具類を後世へ護り伝え、郷土の民
俗芸能を継承する保存団体の存続と発展を目指
す。
①伝統芸能発表会の開催（隔年）
②郷土の民俗芸能を継承する保存団体の自主的な
活動を支援

0.29 人

H29正規職員
人件費

平成5年度～

無

有 有

有 有

有
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事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

活動実績(H29)

経費

投入コスト
有益
な
もの

有害
な
もの

会
計

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

期間 0.20 人
非常勤
特別職

0.90 人 H30年度目標

S50年度～ 1,697千円 臨時職員 7.02 人

臨時職員 7.80 人
①　30件

②　227件

③　11点

H29年度目標 H29実績

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

321件 323件

338件

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

遺跡から出土した遺物の整理作業や保存処理を行
い、発掘調査報告書に掲載するとともに、実物資料
として後世に伝えていくため、次のような作業を行
う。
①遺物の水洗　②注記　③接合　④復元　⑤着色
⑥報告書掲載遺物の選出　⑦実測　⑧拓本　⑨保
存処理　⑩科学分析　等

0.25 人
非常勤
特別職

0.90 人 400件 315件

目標達成済

H29決算額（見込み）

文化財保護法・埼玉県文化財保護条例・所沢市文
化財保護条例

11,839千円 11,174千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 13,371千円 10,701千円 ①整理作業遺跡件数

②整理作業遺構件数

③出土遺物の保存処理・科学分
析

発掘調査報告書刊行調査次数

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

埋蔵文化財の保護は、発掘調査の
実施で終了ではなく、出土した遺物
類を整理・記録し、市民の財産とし
て公開することが求められる。その
意味で専門知識や経験を有する職
員の育成、確保が必要である。今
後は、職員のスキルアップと整理の
迅速化など作業の進捗率の向上に
努めていく必要がある。

H29年度に改善した点

発掘調査の成果を報告書として刊行するために
遺物の整理を行うことが当事業の目的であるた
め、報告書を刊行した発掘調査次数を指標とし、
報告書刊行済の調査報告次数に、現年度刊行
予定の報告書掲載発掘調査次数を加えたものを
目標値とした。

前年度に引き続き収蔵庫の整理を行い、
新たに増加した遺物の収蔵スペースを確
保した。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

整理作業を担当する職員と、作業を行う臨
時職員のスキルアップと作業効率の向上
に努める必要がある。

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

埋蔵文化財遺物
整理保存事業

根拠法令 H29予算現額

2,144千円

期間 0.47 人
非常勤
特別職

0.40 人 H30年度目標

平成6年度～ 3,988千円 臨時職員 0.95 人

前年度と比べ来館授業や団体利用の参加者が
減少したが、出張授業などの人数は増加してい
る。不定期な団体利用があるため、年ごとに増減
のバラつきが生じるが、全体的な利用人数に大
幅な違いはなく目標値に近づいている。

8,600人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

7,718千円 臨時職員 1.05 人
①1,144人

②5,173人

③1,981人

H29年度目標 H29実績 埋蔵文化財行政は市民や開発業者等の理
解を基盤として進められており、様々な機
会を捉えて埋蔵文化財への理解を深めて
いく必要がある。今後も引き続き展示替え
や事業の企画・広報等を工夫して実施して
いく。

郷土の歴史や埋蔵文化財保護行政について周知す
るため、次のような事業を実施する。
①小中学校を対象とした来館授業・体験学習・出張
授業等　②施設見学　③体験型イベント「ところざわ
埋文まつり」の開催（土器や勾玉作り・火起こし等の
体験）　④最新発掘展示　⑤外部公共施設等への資
料貸出・展示

0.90 人
非常勤
特別職

0.40 人 8,600人 8,396人

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

8,298人

8,600人

H29予算現額 H29決算額（見込み）

文化財保護法・所沢市文化財保護条例 2,335千円 2,225千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,561千円 2,156千円
①小中学校対象（学校との連
携）事業の参加者数
②見学者・事業参加者等の人数
③外部貸出資料の利用者等の
人数

埋蔵文化財普及
公開事業

目標設定の考え方・根拠

Ａ

家族や知人と連れ立って少人数で
気軽に立ち寄る利用者が増え、前
年度より一般見学者数は増加して
いる。埋蔵文化財に関する市民の
関心や理解度は高く、今後も様々
な公開活動を通じて、埋蔵文化財
の保護に対する理解を、多くの市民
や開発事業者等に理解していただ
けるよう、努めていきたい。

H29年度に改善した点

文化財公開活用事業への参加者数

郷土の歴史や埋蔵文化財行政を周知することが
当事業の目的であるため、市民の関心や理解度
を図る数値として公開活用活動参加者数を指標
とする。

予算は現状のまま効率よく普及公開活動
の周知をするために、ホームページの更新
やイベントの案内先を増やすなどの工夫で
情報を広く発信して普及公開に努めた。

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

338件

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

根拠法令

期間 0.70 人
非常勤
特別職

0.25 人 H30年度目標

S51年度～ 5,940千円 臨時職員 5.54 人

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

6,003千円 臨時職員 6.15 人

①75件

②8件

H29年度目標 H29実績
発掘調査報告書の執筆には、専門性を有
する職員が担当するため、作業内容によっ
ては臨時職員で対応するなど、発掘調査
担当者の業務量の増加を抑えることが必
要である。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29目標値が未達成の理由・分析

報告書の刊行により発掘調査の成果を公開すること
は、市民をはじめ日本の歴史研究への資料寄与に
つながる。また、年報の刊行により発掘調査や確認
調査の成果をいち早く公開することで、市民や開発
事業者等に所沢市の地中に刻まれた貴重な文化遺
産を周知し、文化財保護意識を啓発することで、開
発計画など遺跡の破壊を未然に防止する効果も期
待できる。

0.70 人
非常勤
特別職

0.25 人 400件 315件

目標達成済321件 323件

9,123千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 10,873千円 8,897千円

H29決算額（見込み）

文化財保護法・埼玉県文化財保護条例・所沢市文
化財保護条例

H28決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

平成29年度は、当初3冊の報告書
刊行を予定していたが、1冊を追加
し刊行することができた。発掘調査
報告書の執筆・作成は、調査結果
の分析及び全国の事例との比較な
ど、専門知識が求められるため、今
後は、発掘調査担当職員のスキル
をあげながら着実かつ効率的に刊
行していけるようにしたい。

H29年度に改善した点

①年報掲載の確認・発掘調査数

②報告書を刊行した発掘調査件
数

発掘調査報告書刊行調査次数

記録した遺跡の情報を報告書として刊行し公開するこ
とが当事業の目的となっているため、報告書を刊行し
た発掘調査次数を指標とし、報告書刊行済の調査報告
次数に、現年度刊行予定の報告書掲載発掘調査次数
を加えたものを目標値とした。

報告書の刊行時期を年度中２回に分散す
ることで、同じ作業や機材の使用が重なら
ないようにしたことで、効率的に業務を進め
ることが出来た。

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

発掘調査報告書
等刊行事業

根拠法令 H29予算現額

9,990千円

期間 2.10 人
非常勤
特別職

0.40 人 H30年度目標

S51年度～ 17,819千円 臨時職員 21.00 人

H29年度目標 H29実績
開発等に伴う確認調査件数の増加や、区
画整理事業などの大規模開発に伴う調査
の増加により、業務量の増大が見込まれる
ため、専門性や経験をもつ職員の確保に
努める。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

100% 96%

100%

開発等により遺跡が破壊される前に、記録保存を行
い、後世へ伝える。
埋蔵文化財包蔵地（遺跡）内で開発等が計画された
段階で確認調査を実施。遺構が発見され、開発等に
より破壊される可能性がある場合は発掘調査を実施
する。発掘調査は、正職員と臨時職員等で調査の規
模・期間・難易度により適宜チームを編成して行う。

2.86 人
非常勤
特別職

0.40 人 100% 95%

24,525千円 臨時職員 18.10 人
①70件

②4件

③1142.92㎡

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績 H29目標値が未達成の理由・分析

根拠法令 H29予算現額 H29決算額（見込み）

文化財保護法・埼玉県文化財保護条例・所沢市文
化財保護条例

24,894千円 23,286千円

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 22,101千円 25,289千円
①確認調査実施件数

②発掘調査実施件数

③発掘調査実施面積

確認調査依頼件数に対する確認調査実施率

目標設定の考え方・根拠

Ａ

平成29年度の発掘調査件数は4件
だが、対象面積及び確認調査件数
について増加傾向にある。発掘調
査担当職員は、現場において遺構
や遺物を観察し、調査方法を検討・
指導するなど、今後は専門的職員
の育成と確保、調査スケジュール
の適正な配分をはかることが必要
である。

H29年度に改善した点

開発等により遺跡が破壊される前に確認調査によって
遺構の有無を判断し、本調査で迅速かつ正確に遺跡に
関する記録を行うことが当事業の目的となっているた
め、確認調査の実施率を指標とし達成率100％を目標
値とした。

事業者と早期に協議を行い、限られた期
間、担当者の中で日程調整を行い、複数の
現場で実施せざるを得ない場合は、各々の
進捗状況を見ながら、発掘調査作業員（臨
時職員）の調整を行い、予定期間内で調査
を完了するように調整した。

確認調査の依頼総数73件のうち70件について確
認調査を実施した。未実施の3件は事業者が依
頼を取り下げたものと、実施時期が平成30年度
へ延期になったもので、実施率は96％となってい
るが、実施可能な確認調査については全て実施
済である。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額 H28決算額 指標名

埋蔵文化財発掘
調査事業

有 有

有 無

有

有

有

無
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事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

活動実績(H29)

経費

投入コスト
有益
な
もの

有害
な
もの

会
計

成果

項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

A 項目名

■ □ □

実績

評価者

文化財保護担当参事　木村立彦

H29その他職員
従事割合

６件 ５件

５件

期間 1.00 人
非常勤
特別職

0.05 人 H30年度目標

8,485千円 臨時職員 0.00 人

非常勤
特別職

0.05 人 ５件 １０件

8,146千円 臨時職員 0.00 人

①5,468人

②243日

H29年度目標 H29実績

10,356千円

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

H28年度目標 H28実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 7,788千円 7,039千円

①利用者数

②年間開館日数

年間の施設修繕件数根拠法令

H29年度に改善した点

来館者等の安全管理及び収蔵資料を後世に伝
えていくために適正な施設管理をすることが目的
であるため、修繕実施数を指標とし、過去3年間
の年間修繕件数の平均値を必要数と考え目標
値とした。

例年特定の事業者に修繕を依頼していた
が、修繕箇所や内容によって小規模事業
者登録など活用し複数の業者からか見積
もりを徴取することにより、安価で修繕をお
こなうことができた。

６件の目標値に対して、1件当たりの修繕費用が
増加したため、実施は５件にとどまった。未実施
については状況を見て、次年度に修繕を行うこと
とした。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H29目標値が未達成の理由・分析

施設建設後２０年以上が経過していること
から想定外の箇所に不具合が生じ、緊急
の修繕も増えていることから、常に施設全
体に目を配りながら、行うべき時期に適切
な修繕を行い、施設の維持管理に努める。

有 無

H28決算額 指標名

埋蔵文化財調査
センター施設管理
事業

目標設定の考え方・根拠

B

施設建設後２０年が経過し、修繕箇
所が年々増えていく一方、すべて
施設修繕費が確保できないことか
ら、業者任せにせず職員ができるこ
とは、工夫して修繕をおこなうなど、
予算が厳しい中でも優先順位を考
え必要な修繕を実施し、施設の管
理に努めている。

H29予算現額 H29決算額（見込み）

文化財保護法・埼玉県文化財保護条例・所沢市文
化財保護条例

13,118千円

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

来館者等の安全管理とともに、発掘調査による出土
遺物など収蔵資料を永年にわたって整理・保存し、
埋蔵文化財に関する各種情報を後世に伝えるととも
に広く提供する施設として、安全かつ適正に管理す
るために、施設管理業務委託等による各種点検を着
実に実施し、修繕箇所を見極めて必要な修繕を実施
する。

0.95 人

H29正規職員
人件費

平成6年度～

文化
財保
護課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H28予算現額

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

目標設定の考え方・根拠

B

一部、確認調査（試掘）ができない
箇所があったが、概ね計画の80％
以上を調査した。

H29年度に改善した点

0千円

①確認調査面積

②発掘調査面積

確認調査（試掘）面積と記録保存のための発掘
調査面積

北秋津・上安松土地区画整理組合と合意した確
認調査（試掘）、及び記録保存のための発掘調
査面積

H28年度目標 H28実績

0千円

初年度であるため、改善した点はない。
H29予算現額 H29決算額（見込み）

8,518千円 6,481千円

H28決算額 指標名

事業の目的及び具体的な内容
H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

北秋津・上安松土地区画整理事業地内の埋蔵文化財を保
護するために、公衆用道路等の確認調査（試掘）、及び記
録保存のための発掘調査を行う。
①公衆用道路等の確認調査（試掘）を行い、遺構・遺物の
有無を確認する。
②確認調査（試掘）で検出された遺構の記録保存のための
発掘調査を行う。
③発掘調査で出土した遺物、遺構の記録を整理し、報告書
を刊行する。

0.00 人
非常勤
特別職

0.00 人

0.00 人

H29目標値が未達成の理由・分析

0㎡ 0㎡

当初の確認調査（試掘）実施計画面積のなか
で、地権者が確認調査実施に同意しなかった、ま
た、樹木の除去ができなかったという理由によ
り、確認調査（試掘）ができなかった箇所があっ
たことによる。

H29年度目標 H29実績

40,030㎡ 33,277㎡

H30年度目標

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

0千円 臨時職員 0.00 人

①33,277㎡

②0㎡

H30年度からは、５ヵ年計画で確認調査（試
掘）とともに発掘調査が始まるため、担当
者の遣り繰りが課題となるが、他の調査と
バランスをとりながら区画整理事業のスケ
ジュールに対応して、調査を進める。

H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

0.67 人
非常勤
特別職

22,822㎡5,685千円 臨時職員 3.00 人

根拠法令

文化財保護法・埼玉県文化財保護条例・所沢市文
化財保護条例

有 有

期間

北秋津・上安松土
地区画整理事業
地内埋蔵文化財
調査事業

平成29年度～


